
チ
セ
l

チ
ヤ

古
口
徳
の
側
室
内
川
山
氏
の
松
川
町
。

チ
セ
ン
イ
ン

智
泉
院
大
型
寺
滞
中
釦
九
代
前

m利
之
の
側
室
館
見
氏
の
法
悦
。

チ

ヂ

千

路
内
ィ
刑
制
同
初
日
山
知
院
に
臨
す
る

m
w
m
o
 

チ
ヂ
ガ
虫

干
路
潟

J
オ
ウ
チ
ガ
夕
日
知
向
。

チ
ヂ
ミ
ギ
ン
知
々
見
銀

院
長
九
年
間
入
且
七

日
前
川
利
長
は
令
を
間
別
に
一
卜
し
て
、
日
目
に
は
主

と
し
て
知
々
見
鋭
を
用
ひ
し
め
、
若
し
い
此
吹
鎚
を
用

ひ
る
時
は
、
時
的
を
以
て
秤
N
M
悦
幻
し
て
、
刷
用
せ
し

め
た
。
但
し
こ
の
知
々
見
鋭
の
相
引
は
明
ら
か
で
な

、。
し

チ
テ
ン
知
天

金
持
川
河
宗
玉
川
川
智
十
三
代
の
例
。

利
光
院
H
(
阿
知
-大
和
向
と
い
は
れ
、
文
政
三
年
一止
R

七
日
示
寂
し
た
。

チ
ド
ウ

智

澗

羽

咋
制
官
限
認
宗
硲
仮
明
m
q
苛

八
代
の
住
持
。
法
t
n
如
建
。
学
持
欽
と
脱
し
た
。
附

に
之
を
官
版
位
制
又
は
能
奇
智
耐
と
属
す
る
も
の
は

同
町
に
佳
作
し
た
京一
部
の
桃
花
均
mH
制
と
別
つ
伐
で

あ
ら
う
。
沼
山
川
十
回
以
に
し
て
治
に
入
。
、
内
外
の

典
籍
を
捗
狼

L
前
川
内
に
問
遊

L
て
談
設
を
出
と
し
、

言
々
的
・
災
詳
細
・

ηι
市
川
悦
々
編
・
陶
枕
紗
・
叫
'
能

川
拙
・
瑚
化
文
明
暗
・
初
戦
叩
仲
間
制
禿
山
則
心
抄
年
多
く
の

明
部
本
を
組
越
し
た
。
又
仰
討
を
見
風
に
刊
f

ん
で
銘

花
坊
と
脱
し
、
明
和
二
年
花
周
一
夜
論
を
お
し
て
、

涼
俗
の
側
給
二
夜
間
答
を
攻
取
し
た
。
紘
併
の
と
は

じ
草
は
裂
に
之
に
報
い
た
も
の
で
あ
る
。
晩
年
河
北

郡
ぷ
減
町
村
謎
法
寺
の
此
阪
を
起
し
て

ζ

L
に
陪

b
、
安
永
入
何
十
十
HnH
八
日
放
、
日
子
年
五
十
二
、
法

名
を
信
将
司
法
附
と
い
う
た
。
担
制
が
大
坂
の
院
本
作

者
官
郭
助
と
同
一
人
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
初
め

て
先
哲
也

mに
縦
せ
ら
れ
、
刊
日
脈
問
事
寺
か
ら
取
っ

た
名
群
で
あ
る
と
し
て
、
佐
々
川
の
信
ず
る
加
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
は
全
く
湖
町
障
で
あ
る
。
専
肋
は
大
坂

の
以
竹
此
太
夫
の
弟
子
光
太
夫
が
作
者
と
し
て
の
名

で
、
怨
相
川
の
奴
後
見
政
=
一
括
ー
に
も
お
は
な
牢
七
花
組

初
艇
綜
の
作
を
上
場
し
て
ゐ
る
の
で
、
そ
の
別
人
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
向
先
哲
也
郁
に
担
制

を
併
筏
の
門
人
と
し
た
こ
と
は
桃
花
坊
怨
洞
と
混
じ

た
も
の
で
あ
る
。

チ
ド
ウ
イ
コ
ウ
ガ
イ
ヘ
ン

致
堂
遺
稿
外
編

一

加
。
致
鉄
鎖
山
孝
説
(
政
学
U

の
時
間
肋
持
稲
そ
の
外
三

和
を
集
め
た
も
の
。
男
政
利
の
校
す
る
防
で
あ
る
。

チ
ド
ウ
シ
ョ
ウ

致
堂
詩
鎗
四
加
入
容
。
致
堂

内
制
山
政
学
の
詩
集
で
、
文
化
八
年
江
戸
厄
山
堂
酎
村

宗
七
の
反
行
。
文
政
内
成
抗
摂
劉
州
の
序
、
時
仰
大

法
行
の
序
、
文
政
戸
内
戊
諜
彼
材
域
の
序
が
附
せ
ら
れ

て
町
石
。
又
致
常
二
誌
が
あ
る
。
四
川
八
傘
。
天
保

探究巳
松
市
柴
升
の
序
、
突
巳
附
春
設
設
の
自
序
が
附

せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
出
版
元
は
促
し
て
な
い
。
し
か

し
こ
占
共
に
界
紙
に
静
凶
昨
部
政
と
あ
る
か
ら
、
白

川口
出
版
な
の
で
あ
ら
う
。

チ
ト
ウ
シ
ョ
ウ
ゲ
ン

智
燈
照
玄

石
川
掛
川
口
洞

宗
大
束
寺
三
十
三
代
の
住
持
。
山
城
の
入
、下
司
氏
。

出
閣
を
且
品
川
に
受
け
、
市
山
の
法
制
酬
と
な
っ
た

o
w
M
て

日
相
当
の
白
探
と
な
旬
、
次
い
で
永
平
苛

・
刑
制
山
寺

に
w
V
り
、
法
を
玉
龍
寺
に
山
聞
き
、
亭
保
二
年
三
且
大

束
帯
に
入
り
、

一
住
J
I

ご
年
の
後
退
院
し
て
三
河
筑

栴
守
の
閉
山
と
な
っ
た
。

チ
ド
ウ
ニ
コ
ウ

致
堂
ニ
護
↓
チ
ド
ウ
ジ
コ
ウ

殺
説
作
孫
。

チ
ト
h
y
ジ

智

徳
寺

同
州
主
制
断
江
に
あ
っ
て
、

問
澗
宗
に
印
刷
す
る
。
寺
記
に
、
明
郎
九
年
穴
水
初
制
仙

寺
九
代
一辿
山
金
銭
の
側
め
た
朋
と
い
ふ
。

チ

ノ

千

野
隠
れ
川
加
入
間
郷
に
邸
す
る
部
古
川
。

チ
ノ
イ
ケ
血
ノ
池

白
山
大
枚
岳
の
南
路
に
あ

る
山
散
で
、
山
，
抽
出
地
獄
と
も
い
う
た
が
、
今
は
一

小

池
た
る
に
過
ぎ
ぬ
。

チ
ノ
ウ
ラ
千
ノ
浦

羽
咋
郡
際
懸
郷
に
あ
る
部

、問。
チ
ノ
ガ
ハ
千
野
川

出
品
部
入
聞
の
山
中
に
波

L
、
問
枕
し
て
凶
分
に
主
り
、御
訟
川
に
合
前
ず
る。

チ
ハ
ラ

茅

原

ア
J

石
川
抑
揚
稲
畑
に
邸
す

る
部
古
川
。

チ
ハ
ラ

地
原

邸
主
制
本
郷
に
闘
す
る
部
古
川。

チ
ヒ
サ
ガ
h
F

ナ

小

刀

J
タ
イ
ト
ウ

的
刀
。

チ
マ
キ

綜
務
政
時
代
端
午
の
節
句
に
は
一
般

に
位
綜
が
製
せ
ら
れ
た
。
金
搾
で
は
悶
子
を
細
長
く

し
、
照
明
川
で
巻
き
之
を
蒸
し
た
も
の
で
、
五
本
中
」
一

応
と
腕

L
、
民
税
制
で
悶
欣
に
結
は
ひ
、
二
東
を
牢

聯
、
四
東
を
一

聯
と
鍛
へ
、
親
戚
知
人
の
聞
に
附
答

し
た
。
椛
綜
製
品
坦
の
軒
以
を
松
ふ
も
の
は
、
以
に
小
豆

簡
を
附
L
、
又
は
大
豆
粉
を
ま
ぶ
し
た
長
三
角
形
の

聞
子
と
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
陵
中
の
奥
向
で
は
、

総
・縦
栴
牢
し
た
餅
を
五
六
寸
の
係
以
に
作
り
、
提

訴
を
箕
の
如
〈
に
し
て
巻
い
た
。

チ
ヤ
客
一

詑
永
四
年
者
の
耕
務
春
秋
に
、『
石
川

郡
・
河
北
郡
は
茶
削
多
〈
持
て

仕
立
問
m
M
ず
る
者
は

な
し
。
江
沼
郡
能
楽
郡
山
山
茶
多
〈
作
り
て
民
民
有
。
』

と
記
す
る
。

i
コ
マ
ッ
チ
ヤ
小
松
茶
o
F
イ
Y
ヨ

ウ
ジ
チ
ヤ
大
型
寺
茶
。

チ
ヤ
ウ
ス
ヤ
マ
義
盛
山

金
持
卯
反
山
上
に
在

っ
て
、
地
形
斜
方
、
南
北
=
一
十
武
、
東
西
二
十
武
、

三
而
谷
を
以
て
包
み
、
晴
凶
北
一
聞
の
み
平
地
に
辿

約
し
て
尉
た
。
天
正
}九
年
上
杉
M
M
信
の
加
到
に
入
っ

た
時
、
」
L

に
附
し
た
と
い
ふ
が
礎
資
で
な
い
。
滞
政

の
阿
国
そ
の
上
に
民
巾
戸
時
を
立
て
込
あ
っ
た
が
、
同国際

=
一
年
開
拓
の
際
問
平
断
狼

L
、
今
は
そ
の
地
を
玉
兎

悶
と
名
づ
け
る

0
4
コ
ウ

シ
ン
ザ
カ
氏
巾
尿
。

五
三
二

チ
ヤ
ウ
ス
ヤ
マ
議
白
山

河
北
加
鉢
伏
の
部
訴

北
方
の
小
仔
。
地
民
神
政
府
。

チ
ヤ
ウ
ス
ヤ
マ
議
臼
山

初
咋
制
下
育

mに
あ

る
。
従
永
元
年
一
覧
記
に
、『
末
森
以
跡
の
ま
へ
に
茶

お
山
と
い
ふ
小
山
あ
り
。
上
に
神
明
の
枇
あ
り
。』
と

あ
る
。チ

ヤ
ウ
ス
ヤ
7

9
.7
レ

業

磨
山
崩

J
カ
Y

ノ

y
ヤ
マ
グ
ヅ
レ
制
止
円
山
脱
。

チ
ヤ
ガ
マ
ヲ
グ
リ
茶
釜
潜

能

央
部
一
的
市
，
湘
描

泉
か
ら
出
山

へ
の
育
協
中
、指
陥
の
般
を
結
え
る
と
、

岩
石
の
挟
聞
を
行
〈
所
を
い
ふ
。

チ
ヤ
セ
ン
ジ
茶
宮
内
寺
能
楽
郡
今
江
に
茶
笑
寺

の
む

M
と
い
ふ
の
が
あ
る
。
能
楽
・石
川
・河
北
=
一山

南
京
帳
に
、
『
同
村
飯
畑
の
内
に
御
坊
日
間
取
と
い
」
あ

り
、
ち
ゃ
せ
ん
寺
と
巾
寺
有
之
同
に
て
、
ー
(
跡
今
に

茶
m
引
を
い
だ
し
、
氏
物
に
い
た
し
候
。
』
と
あ
る
。
本
市

部
と
い
ふ
の
は
副
部
士
山
耐
の
狽
℃
、
そ
れ
か
ら
茶
銘

寺
の
名
を
作
り
出
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

チ
ャ
ド
ウ
ガ
シ
ラ

叢
堂
頭

元
総
十
沢
年
四
月

朔
日
山
家
宗
朴

・
市
労
友
仙
二
人
の
命
ぜ
ら
れ
た
を

以
て
初
と
す
べ
〈
、
役
科
一
治
十
伎
を
奥

へ
ら
れ
た。

御
茶
泣
い川
は
御
幼
市
町
と
同
じ
〈
、
平
士
加
の
待
過

で
、
袴
を
一
お
け
ず
十
徳
を
技
、
山
部
笠
で
あ
っ
た
。

チ
ャ
ド
ウ
コ
ガ
シ
ラ
茶
堂
小
頭

御

茶

欽
聞
の

命
ぜ
ら
れ
た
頃
に
初
っ
た
と
思
は
れ
る
が
、
拍
車
は

明
ら
か
で
な
い
。

チ
ャ
ド
ウ
ポ
ウ
ズ
草
4
1

霊
訪
主

御
茶
立
均
明
は

御
茶
常
照
の
配
下
で
、
役
料
三
十
依
を
交
け
た
。
そ

の
初
は
許
か
で
な
い
が
、
見
文
年
刷
に
清
水
型
附
な

ど
が
勤
め
て
ゐ
た
。
御
茶
dug
は
十
引
を
倫
め
る
こ
と
が

服
務
で
あ
る
。

チ
ヤ
ノ
キ
マ
チ

茶
木
町

金
持
の
町
名
。
白
土

室
小
怖
の
由
民
を
い
ふ
。
文
政
四
年
二
且
披
下
の
川
名


